
調査日：令和８年５月29日（金）

調査対象：神奈川県建設業協会会員企業531社　回答企業数159社（回答率 29.9％）

主な受注工事 件数

建築 45
建築＞土木 16
土木 83
土木＞建築 15

塗料・ ｼﾝﾅｰ 断熱材 防水関係 ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ 接着剤 塩ビ管 その他 塩ビ管
アスファル

ト合材
セメント 生ｺﾝｸﾘｰﾄ その他

ａ 支障が生じている 44 39 44 22 35 41 53 28 6 7

ｂ やや支障が生じている 15 13 11 13 19 16 27 25 23 23

ｃ あまり支障がない 1 5 4 18 4 1 6 28 36 37

ｄ 支障はない 1 4 1 7 2 3 8 14 28 26

ａ
建材・設備がなくて現場が
止まっている 10 5 12 2 5 8 ※２ 10 0 0 0 ※２

ｂ
１～２週間以内に必要な数
量が供給されない 13 14 11 7 17 15 ※３ 23 2 7 6 ※３

ｃ
先の工程の建材・設備の納
期が示されない 32 29 28 27 27 27 ※４ 31 14 7 7 ※４

ｄ
先の工程の建材・設備の受
注停止 2 2 3 5 4 1 ※５ 1 2 2 2 ※５

ｅ
その他（具体的な状況を記
載）

不足の可能
性を示唆

不足の可能
性を示唆

やや品薄状
況

価格上昇
(21件)

単価上昇傾
向(4件）

単価上昇傾
向(8件）

ａ
建材・設備の納期が示され
ない 49 43 48 35 46 49 46 9 8 8

ｂ 建材・設備の受注停止 3 4 4 5 2 1 5 3 3 3

ｃ
その他（具体的な状況を記
載）

徐々に調達
可(1件)

納期2か月
（1件）

納期2か月
（1件）

納期3か月
（1件）

納期直前ま
で不明(1件)

納期遅れ
確保困難
価格高騰

価格上昇
(14件)

価格上昇
(7件)

価格上昇
（9件）

ａ 悪化 36 35 35 19 31 36 43 26 6 7

ｂ やや悪化 9 10 11 14 13 12 20 21 16 15

ｃ 変化なし 9 13 10 19 11 6 9 24 35 36

ｄ やや改善 5 1 3 5 4 3 3 0 0 0

ｅ 改善 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0
防水関係：アスファルトルーフィング、コーキング・シーリング材など

【※１ その他支障が生じている品】

エポキシ樹脂、ダクタイル鋳鉄管、水道資材、ナフサ関連系資材、ポリエチレン管、機械油、更生管材料、硝子・アルミ建材、水道用ポリスリーブ、菅更生材料、防錆塗料、アドブルー※

【※２ その他建材・設備がなくて現場が止まっている品目】
コロナマスカー、シーリング材、システムキッチン、旭化成ネオマフォーム、塩ビシート防水材、構造スリット、天井バスリブ、塗膜防水材

ゴムチップ舗装、シートシャッター、ダクタイル鋳鉄管、水道資材、硝子、アルミ建材

「※３ その他1～2週間以内に必要な数量が供給されない品目」
押出発砲ポリスチレン、下塗り用パテ、養生材、塩ビ系長尺シート、グラスウール、断熱材
アドブルー、ウレタン塗膜防水材

「※４ その他先の工程の建材・設備の納期が示されない納期が示されない品目」
構造スリット（3件）、ロジスティック、防水材、ビニル床シート、塩ビ管、トイレ、合板
ポリエチレン管、特殊アスファルト

「※５ その他先の工程の建材・設備の受注停止された品目」
押出発砲ポリスチレン

建築集計
61件

土木集計
98件

建築

中東情勢を踏まえた建設資材アンケート調査結果

対象品目

建築（主な受注工事） 土木（主な受注工事）

※１※１

養生材（5件）、構造スリット（4件）、ウレタン系防水材、クロスコーナー材、ゴムシート、養生シート、シーリング材、スタイロフォーム、テープ類、、ビニール養生材、ビニル床シート、マス
カーテープ等養生材、塩ビ系　長尺シート、照明器具、断熱材、マスカー

建築

土木

建築

土木
建築

土木
建築

土木

設
問
1

設
問
2

設
問
3

設
問
4

状況の変化
(３月以降の状況の変化)

支障の状況
(今後の工事)

支障の状況
(施工中の工事)

建設資材設備の調達の状
況

令和8年6月10日集計

（神奈川県建設業協会）

※ディーゼルエンジン車の尿素SCRシステムで使用される



設問１－１ 参考【建設資材・設備の調達状況】

全体回答社数159件
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建設資材・設備調達の状況（建築工事主体（土木含む））

支障が生じている やや支障が生じている あまり支障がない 支障はない
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建設資材・設備調達の状況（土木工事主体（建築含む））

支障が生じている やや支障が生じている あまり支障がない 支障はない

【その他支障が生じている資材】

シーリング材、マスカーテープ等の養生材、照明器具、構造スリットなど

【その他支障が生じている資材】

ダクタイル鋳鉄管、水道資材、菅更生材料、機械油、エポキシ樹脂、ビニル製品など



設問５ 調達に支障が生じている建設資材・設備メーカー名

【主に建築工事受注】

メーカー名 件数 率 メーカー名 件数 率 メーカー名 件数 率 メーカー名 件数 率 メーカー名 件数 率 メーカー名 件数 率
日本ペイント 11 37% デュポン 8 33% 田島ルーフィング 12 33% LIXIL 10 48% コニシ 12 43% 積水化学工業 10 42%
エスケーペイント 10 33% 旭ファイバーグラス 4 17% コニシ 10 28% TOTO 8 38% セメダイン 4 14% クボタケミックス 8 33%
関西ペイント 9 30% カネカ 4 17% サンスター 4 11% パナソニック 2 10% スリーボンド 3 11% アロン化成 3 13%

スタイロフォーム 2 8% 日新工業 3 8% ハウステック 1 5% 積水化学工業 3 11% 信越化学 1 4%
アキレス 1 4% シーカジャパン 2 6% サンゲツ 2 7% タキロン 1 4%
旭化成ネオマフォーム 1 4% ハマタイト 2 6% 東リ 2 7% 前澤 1 4%
カネカケンテック 1 4% アーキヤマデ 1 3% タイルメント 1 4%
カネライト 1 4% 昭和化工 1 3% ヤヨイ化学 1
シーカジャパン 1 4% ロンシール工業 1 3%
積水化学工業 1 4%

【主に土木工事受注】

メーカー名 件数 率 メーカー名 件数 率 メーカー名 件数 率 メーカー名 件数 率
クボタケミックス 8 40% ニチレキ 1 33% 太平洋セメント 3 100% 太平洋セメント 1 100%

積水化学工業 7 35% 横浜ベイアスコン 1 33%
アロン化成 2 10% 前田道路 1 33%
三菱 1 5%
鶴見金網 1 5%
冨士建材 1 5%

（具体なメーカー名の記載がない回答は除く）

接着剤 塩ビ管

塩ビ管 アスファルト合材 セメント 生コンクリート

 塗料・シンナー 断熱材 防水関係 ユニットバス



設問６　昨年同時期と比較した場合の建設資材の上昇割合

【その他昨年同時期から2割以上上昇した品目】

品目名

建築 木材、べニア、養生材、スタイロフォーム、左官補修材、グラスウール、石膏ボード、内装仕上げ材、電線類、塩ビ系舗装材

土木 ダグタイル鋳鉄管、硝子、アルミ建材
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断熱材

防水関係
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セメント
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昨年度同時期と比較した場合の上昇割合平均値 (回答69社：建築27社、土木42社)

主に土木受注 主に建築受注



設問７　その他建設機材・設備の調達で懸念事項
【主な意見】
　・多くの資材で欠品や納期未定が発生しており、メーカーの出荷制限も重なって、注文しても必要な数量が確保できない
　・材料が入らないことで工期が遅れたり、工事がストップしたりすることへの不安
　・協力業者の倒産リスクがあるほか、工事が進まないことで出来高請求ができず、資金繰りに支障
　・「供給ルートの目詰まりを解消してほしい」、「設計単価が安すぎる。実勢価格に基づいた設計変更（スライドではなく）をしてほしい」

主な受注
工事 意見

協力業者の倒産。
クロのり、内装仕上げ材（クロス・タイルカーペット等）、塩ビシート、化粧パネル、養生材・テープ類
運搬費が３割以上上がっている
今後の情勢
納期未定と価格上昇
工事が止まることにより出来高請求できないことへの不安がある
中東情勢悪化が長引く事による資材の枯渇
中東情勢が改善しても、価格が戻らない。
とにかく早く何とかしてください。材料不足が深刻です。目詰まりしているなら原因を突き止めて材料屋に届くよう、徹底的に調査していただき流れを修正してくだ
さるようお上にお願いしたください。よろしくお願いします
今後夏場にかけてコンクリート関連の資材調達に影響があるのではないかとの懸念はあります
納品待ちの品物で、塗装の関係で遅れそうになった事は有りました。
厨房機器の裏配管類ができないため納期が不明
出来る対応をしているが工程の遅延が懸念される
大手メーカーの出荷停止、制限が他メーカーに影響を与え調達が難しくなっているようです。
価格高騰による工程支障
今のところ調達には何とか支障がないが価格面で今後、高騰が見込まれるので工事受注時の資材価格との差を竣工時に反映して欲しい。
アドブルー、作動油、エンジンオイルが入手困難になっている。
アスファルト合材は調達はできるものの、ほぼ毎月上昇しています。橋りょう補修工事の、断面修復材はまだ良いものの、目地注入など接着系は入手できないと
思われます
材料単価が非常に値上がりしている
資材の高騰で設計単価との逆転が生じること
運賃の高騰、ナフサ由来の製品の影響が心配です。
現在は資材の調達の滞りはなし。今後塩ビ管を必要とする工事の受注の際は、資材発注の早い業者から調達されていくため、工事着手が遅れる可能性も示
唆されている。アスファルト・生コン関係は調達に支障はないが、現在価格の高騰が著しく、設計単価との乖離が大きい。スライド精算ではなく実勢単価への変
更設計をお願いしたい。
今のところ調達はできるが単価上昇と官庁の単品スライドの兼合いで工事時期の調整も必要となりそうであります。
常用ダンプの単価
中東情勢による資材の調達については、買占めを防ぐ目的と思われ納入現場と数量の確認を求められます。その上で希望する数量の８割位しか届かないの
がどこの資材も似たような状況です。現在、現場が止まるような事態は起きていませんが、価格上昇が著しい状況となっています。
工期の延長により売り上げの減少。値段の急騰による利益減少。
アスファルト合材の値段が高い
あらゆる面での価格の高騰・納期の遅れ
資材単価だけではなく運搬費も価格が上がっている
工期の調整、設計変更（金額）
さまざまな建材が欠品、納期未定の状況
納期が定まらない、金額の上昇率が不明。

建築

土木


